
数学Ⅱ 解と係数の関係 課題 ( )年 ( )組 ( )番 ( )
かい けいすう かんけい か だい

１．次の 2次方程式の 2 つの解の和と積を求めよ。
つぎ じ ほうていしき かい わ せき もと

Find the sum and product of the two solutions of the following quadratic equation.

－ b ±Öb2
－ 4 a c

a x2＋b x＋c＝0 のとき x ＝ 2 a

例題 2 x2 ＋ 5 x － 1 ＝ 0
れい だい

①
D ＝ 52 －4 × 2 × (－1) ＝33

－5 ±Ö33 －5 ±Ö33x ＝ ＝
2 × 2 4

－5 ＋Ö33 －5 －Ö33 10 5
和 ＋ ＝－ ＝－
わ

4 4 4 2

－5 ＋Ö33 －5 －Ö33
積 ×
せき

4 4

(－5)2－ (Ö33 )2 －8 1
＝ ＝ ＝－

16 16 2

問題 3 x2 ＋ 5 x － 1 ＝ 0
もん だい

①

例題 2 x2 ＋ 3 x ＋ 1 ＝ 0
れい だい

②
( 2 x ＋1 ) ( x ＋1 )＝0 より

1x ＝－ , －12

1 3
和 (－ )＋(－1)＝－わ

2 2

1 1
積 (－ ) × (－1)＝せき

2 2

問題 3 x2 ＋ 4 x ＋ 1 ＝ 0
もん だい

②

２．次の 2 次方程式の解をα ,βとするとき，α2 ＋β2 の 値
つぎ じ ほう てい しき かい あたい

を求めよ。
もと

When α and β are solutions of the following quadratic equation,
find the value of α2 + β2.

例題 4 x2 ＋ 5 x ＋ 1 ＝ 0
れい だい

解と係数の関係より
かい けい すう かん けい

5 1
α＋β＝－ , α × β＝4 4

α2＋β2 ＝(α＋β )2 －2αβ
5 1

＝(－ )2－2 ×4 4

25 1 17
＝ － ＝16 2 16

問題 5 x2 ＋ 6 x ＋ 1 ＝ 0
もん だい

３．次の 2数を解とする 2 次方程式を作れ。
つぎ すう かい じ ほうてい しき つく

Find a quadratic equation whose solutions are the following two numbers.

例題 3 ＋ 2 i と 3 － 2 i
れい だい

解の和は ( 3＋2 i )＋ ( 3－2 i ) ＝6かい わ

解の積は ( 3＋2 i ) × ( 3－2 i ) ＝9－4 i2 ＝13
かい せき

よって，求める2次方程式の一つは
もと じ ほうてい しき ひと

x2－6 x＋13＝0

問題 2 ＋ i と 2 － i
もん だい



数学Ⅱ 解と係数の関係 2 課題 ( )年 ( )組 ( )番 ( )
かい けいすう かんけい か だい

１．次の 2 次方程式の解をα ,βとするとき，α2 β＋αβ2 の 値
つぎ じ ほうていしき かい あたい

を求めよ。
もと

When α and β are solutions of the following quadratic equation,
find the value ofα2β +αβ2.

例題 3 x2 － x－ 2 ＝ 0
れい だい

解と係数の関係より
かい けい すう かん けい

1 2
α＋β＝－(－ ) , α × β＝－3 3

α2 β＋αβ2 ＝ (α＋β ) ×αβ

1 2 2
＝ (－ )＝ －3 3 9

問題 2 x2 － x－ 3 ＝ 0
もんだい

1 1
２．次の 2 次方程式の解をα ,βとするとき， ＋

つぎ じ ほうてい しき かい

α β

の 値 を求めよ。
あたい もと

When α and β are solutions of the following quadratic equation,
1 1find the value of ＋ .
α β

例題 3 x2 ＋ 4 x ＋ 1 ＝ 0
れい だい

解と係数の関係より
かい けい すう かん けい

4 1
α＋β＝－ , α × β＝3 3

1 1 α＋β
＋ ＝
α β αβ

4 1 4 3
＝ (－ )÷ ＝ (－ ) × ＝－43 3 3 1

問題 2 x2 ＋ 3 x ＋ 1 ＝ 0
もんだい

３．次の 2 次方程式の解をα ,βとするとき，次の 値 を解と
つぎ じ ほう てい しき かい つぎ あたい かい

する 2 次方程式を一つを求めよ。
じ ほう ていしき ひと もと

When α and β are solutions of the following quadratic equation,
find the quadratic equation whose solution is the following values.

例題 x2 ＋ 2 x＋ 3 ＝ 0 の解をα ,βとするとき ,
れい だい かい

α－ 1 , β－ 1 を解とする 2 次方程式を求めよ。
かい じ ほうてい しき もと

解と係数の関係より
かい けい すう かん けい

2 3
α＋β＝－ ＝－2 , α ×β＝ ＝31 1

(α－1)＋ (β－1)

＝ (α＋β)－2＝－2－2＝－4

(α－1)×(β－1)

＝ (α ×β )－ (α＋β )＋1＝3－ (－2)＋1＝6

よって，求める2次方程式の一つは
もと じ ほう ていしき ひと

x2＋4 x ＋6＝0

問題 x2 ＋ 6 x＋ 8 ＝ 0 の解をα ,βとするとき ,
もん だい かい

①
α＋ 1 , β＋ 1 を解とする 2 次方程式を求めよ。

かい じ ほうてい しき もと

問題 x2 ＋ 4 x＋ 3 ＝ 0 の解をα ,βとするとき ,
もん だい かい

②
α2 , β2 を解とする 2 次方程式を求めよ。

かい じ ほうてい しき もと



数学Ⅱ 解と係数の関係 ３ 課題 ( )年 ( )組 ( )番 ( )
かい けいすう かんけい か だい

１．次の 2次方程式の 2 つの解の和と積を求めよ。
つぎ じ ほうていしき かい わ せき もと

Find the sum and product of the two solutions of the following quadratic equation.

－ b ±Öb2
－ 4 a c

a x2＋b x＋c＝0 のとき x ＝ 2 a

例題 3 x2 － 5 x ＋ 1 ＝ 0
れい だい

①
D ＝ (－5)2 －4 × 3 × 1 ＝13

－(－5)±Ö13 5 ±Ö13x ＝ ＝
2 × 3 6

5 ＋Ö13 5 －Ö13 10 5
和 ＋ ＝ ＝
わ

sum 6 6 6 3

5 ＋Ö13 5 －Ö13
積 ×
せき

product 6 6

5
2
－(Ö13 )2 12 1

＝ ＝ ＝
36 36 3

問題 2 x2 － 5 x ＋ 1 ＝ 0
もん だい

①

例題 3 x2 ＋ 2 x － 1 ＝ 0
れい だい

②

( 3 x －1 ) ( x ＋1 )＝0 より
1x ＝ , －13

1 2
和 ( )＋ (－1)＝－わ

sum 3 3

1 1
積 ( ) × (－1)＝－せき

product 3 3

問題 2 x2 ＋ x－ 1 ＝ 0
もん だい

②

２．次の 2 次方程式の解をα ,βとするとき，α2 ＋β2 の 値
つぎ じ ほう てい しき かい あたい

を求めよ。
もと

When α and β are solutions of the following quadratic equation,
find the value of α2+β2.

例題 2 x2 ＋ 5 x ＋ 3 ＝ 0
れい だい

解と係数の関係より
かい けい すう かん けい

5 3
α＋β＝－ , α × β＝2 2

α2 ＋β2 ＝(α＋β )2 －2 αβ
5 3

＝(－ )2－2 ×2 2

25 13
＝ －3＝4 4

問題 3 x2 ＋ 5 x ＋ 2＝ 0
もん だい

３．次の 2数を解とする 2 次方程式を作れ。
つぎ すう かい じ ほうてい しき つく

Find a quadratic equation whose solutions are the following two numbers.

例題 1 ＋ 2 i と 1 － 2 i
れい だい

解の和は ( 1＋2 i )＋ ( 1－2 i ) ＝2かい わ

解の積は ( 1＋2 i ) × ( 1－2 i ) ＝1－4 i2 ＝5
かい せき

よって，求める2次方程式の一つは
もと じ ほうてい しき ひと

x2－2 x＋5＝0

問題 3 ＋ i と 3 － i
もん だい

①

問題 1 ＋Ö3 i と 1 －Ö3 i
もん だい

②



数学Ⅱ 解と係数の関係 (実数解の符号) 課題 ( )年 ( )組 ( )番 ( )
かい けいすう かんけい じつすうかい ふ ごう か だい

例題 2 次方程式 x2 ＋ 2 m x ＋ m ＋ 6 ＝ 0 が次のよう
れい だい じ ほうてい しき つぎ

な解をもつとき，定数 m の 値 の範囲を求めよ。
かい ていすう あたい はん い もと

※ 2 次方程式の解をα ,β，判別式を D とする。
じ ほうてい しき かい はん べつしき

(1) 異なる 2 つの実数解 2 different real solutions
こと じつ すう かい

D＝ (2 m)2－4 × 1 × (m＋6)

＝4 m2 －4 m－24＞0

m2 － m－6＞0

( m－3 ) ( m＋2 )＞0 より m＜－2 , 3＜ m

(2) 異なる 2 つの正の解 2 different positive solutions
こと せい かい

D＞0 かつ α＋β＞0 かつ αβ＞0

D＞0 より m＜－2 , 3＜ m

α＋β＝－2 m＞0 より m＜0

αβ＝ m＋6＞0 より m ＞－6

したがって，－6＜ m＜－2

(3) 異なる 2 つの負の解 2 different negative solutions
こと ふ かい

D＞0 かつ α＋β＜0 かつ αβ＞0

D＞0 より m＜－2 , 3＜ m

α＋β＝－2 m＜0 より m＞0

αβ＝ m＋6＞0 より m ＞－6

したがって , m＞3

(4) 符号の異なる解 Solutions with different signs
ふ ごう こと かい

αβ＝ m＋6＜0 より m ＜－6

したがって , m ＜－6

c
※αβ＝ より αβ＜ 0のときは D＞ 0

a

When the quadratic equation x2+2mx+m+6=0 has the following solution,
find the range of the constant m. ※Let α,β be the solution of
the quadraticequation, and D be the discriminant.

問題 2 次方程式 x2＋2 m x ＋ 2 m＋3＝ 0 が次のよう
もん だい じ ほう ていしき つぎ

な解をもつとき，定数 mの 値 の範囲を求めよ。
かい てい すう あたい はん い もと

※ 2 次方程式の解をα ,β，判別式を D とする。
じ ほう てい しき かい はん べつしき

(1) 異なる 2 つの実数解
こと じつすう かい

(2) 異なる 2 つの正の解
こと せい かい

(3) 異なる 2 つの負の解
こと ふ かい

(4) 符号の異なる解
ふ ごう こと かい



数学Ⅱ 解と係数の関係 (実数解の符号) 2 課題 ( )年 ( )組 ( )番 ( )
かい けいすう かんけい じつすうかい ふ ごう か だい

例題 2 次方程式 x2 ＋2 (m－3) x ＋ 4 m＝ 0 が次のよ
れい だい じ ほうてい しき つぎ

うな解をもつとき，定数 m の 値 の範囲を求めよ。
かい ていすう あたい はん い もと

※ 2 次方程式の解をα ,β，判別式を D とする。
じ ほう ていしき かい はんべつ しき

(1) 異なる 2 つの実数解 2 different real solutions
こと じつ すう かい

D＝ { 2 (m－3) }2－4 × 1 × 4 m

＝4 m2 － 40 m＋36＞0

m2 －10 m＋9＞0

( m－1 ) ( m－9 )＞0 より m＜1 , 9＜ m

(2) 異なる 2 つの正の解 2 different positive solutions
こと せい かい

D＞0 かつ α＋β＞0 かつ αβ＞0

D＞0 より m＜1, 9＜ m

α＋β＝－2 (m－3)＞0 より m＜3

αβ＝4 m＞0 より m ＞0

したがって，0＜ m＜1

(3) 異なる 2 つの負の解 2 different negative solutions
こと ふ かい

D＞0 かつ α＋β＜0 かつ αβ＞0

D＞0 より m＜1 , 9＜ m

α＋β＝－2 (m－3)＜0 より m＞3

αβ＝4 m＞0 より m ＞0

したがって , m＞9

(4) 符号の異なる解 Solutions with different signs
ふ ごう こと かい

αβ＝ m＜0 より m ＜0

したがって , m ＜0

c
※αβ＝ より αβ＜0のときは D ＞ 0a

When the quadratic equation x2+2(m- 3)x+4 m=0 has the following solution,
find the range of the constant m. ※Let α,β be the solution of
the quadraticequation, and D be the discriminant.

問題 2 次方程式 x2 ＋2 (m－2) x ＋ m＝ 0 が次のよう
もん だい じ ほう ていしき つぎ

な解をもつとき，定数 mの 値 の範囲を求めよ。
かい てい すう あたい はん い もと

※ 2 次方程式の解をα ,β，判別式を D とする。
じ ほう てい しき かい はん べつしき

(1) 異なる 2 つの実数解
こと じつすう かい

(2) 異なる 2 つの正の解
こと せい かい

(3) 異なる 2 つの負の解
こと ふ かい

(4) 符号の異なる解
ふ ごう こと かい



数学Ⅱ 解と係数の関係 (実数解の符号) ３ 課題 ( )年 ( )組 ( )番 ( )
かい けいすう かんけい じつすうかい ふ ごう か だい

例題 2 次方程式 x2 ＋ m x＋ m＋ 3 ＝ 0 が次のよう
れい だい じ ほうてい しき つぎ

な解をもつとき，定数 m の 値 の範囲を求めよ。
かい ていすう あたい はん い もと

※ 2 次方程式の解をα ,β，判別式を D とする。
じ ほうてい しき かい はん べつしき

(1) 異なる 2 つの実数解 2 different real solutions
こと じつ すう かい

D＝ m2－4 × 1 × (m＋3)

＝ m2 －4 m－12＞0

( m－6 ) ( m＋2 )＞0 より m＜－2 , 6＜ m

(2) 異なる 2 つの正の解 2 different positive solutions
こと せい かい

D＞0 かつ α＋β＞0 かつ αβ＞0

D＞0 より m＜－2 , 6＜ m

α＋β＝－m＞0 より m＜0

αβ＝ m＋3＞0 より m ＞－3

したがって，－3＜ m＜－2

(3) 異なる 2 つの負の解 2 different negative solutions
こと ふ かい

D＞0 かつ α＋β＜0 かつ αβ＞0

D＞0 より m＜－2 , 6＜ m

α＋β＝－m＜0 より m＞0

αβ＝ m＋3＞0 より m ＞－3

したがって , m＞6

(4) 符号の異なる解 Solutions with different signs
ふ ごう こと かい

αβ＝ m＋3＜0 より m ＜－3

したがって , m ＜－3

c
※αβ＝ より αβ＜0のときは D ＞0a

When the quadratic equation x2+mx+m+3=0 has the following solution,
find the range of the constant m. ※Let α,β be the solution of
the quadraticequation, and D be the discriminant.

問題 2 次方程式 x2＋2 m x＋m＋2 ＝ 0 が次のよう
もん だい じ ほう ていしき つぎ

な解をもつとき，定数 mの 値 の範囲を求めよ。
かい てい すう あたい はん い もと

※ 2 次方程式の解をα ,β，判別式を D とする。
じ ほう てい しき かい はん べつしき

(1) 異なる 2 つの実数解
こと じつすう かい

(2) 異なる 2 つの正の解
こと せい かい

(3) 異なる 2 つの負の解
こと ふ かい

(4) 符号の異なる解
ふ ごう こと かい



数学Ⅱ 解と係数の関係(因数分解) 課題 ( )年 ( )組 ( )番 ( )
かい けいすう かん けい いんすうぶん かい か だい

１．次の 2次式を複素数の範囲で因数分解せよ。
つぎ じ しき ふく そ すう はん い いんすうぶん かい

Factorize the following quadratic equation in the range of complex numbers.

例題 x2 ＋ 4 x＋ 5
れい だい

① x2＋4 x ＋5＝0 の解は
かい

D ＝ 42 －4 × 1 × 5 ＝－4

－4 ±Ö－4 －4 ±Ö4 ix ＝ ＝ ※虚 数
きよすう

2 × 1 2

＝ －2± i

よって x2＋4 x＋5

＝{ x－ (－2＋ i ) }{ x－ (－2－ i ) }

＝(x ＋2－ i ) (x＋2＋ i )

問題 x2 ＋ 2 x＋ 2
もん だい

①

例題 2 x2 ＋ 4 x ＋ 1
れい だい

②
2 x2＋4 x ＋1＝0 の解は

かい

D ＝ 42 －4 × 2 × 1 ＝8

－4 ±Ö8 －2 ±Ö2x ＝ ＝ ※実 数
じつすう

2 × 2 2

よって 2 x2＋4 x ＋1

－2 ＋Ö2 －2 －Ö2
＝2 ( x － ) ( x－ )2 2

問題 2 x2 ＋ 6 x＋ 1
もん だい

②

2．次の 2 次方程式を因数分解した 形 で 表 せ。
つぎ じ ほうてい しき いん すう ぶん かい かたち あらわ

Express the following quadratic equation in factorized form.

例題 2 次方程式 x2 － 6 x＋ m＝ 0 の 1 つの解が
れい だい じ ほう ていしき かい

他の解の 2 倍のとき，方程式を因数分解した
た かい ばい ほう ていしき いんすう ぶん かい

形 で 表 せ。
かたち あらわ

When one solution of the quadratic equation x2－6x+m=0 is twice
as large as the other solutions, express the equation in factorized form.

2つの解はα , 2αと 表 すことができる。
かい あらわ

解と係数の関係から
かい けい すう かん けい

α＋2α＝6 よって α＝2

α × 2α＝ m よって m＝8

2つの解は 2 と4 であり，m ＝8 になる。
かい

方程式は ( x －2 ) ( x －4 ) ＝0 になる。
ほう ていしき

問題 2 次方程式 x2 － 6 x＋ m＝ 0 の 1 つの解が
もん だい じ ほう ていしき かい

①
他の解の 5 倍のとき，方程式を因数分解した
た かい ばい ほう ていしき いんすう ぶん かい

形 で 表 せ。
かたち あらわ

When one solution of the quadratic equation x2－6x+m=0 is 5 times
as large as the other solutions, express the equation in factorized form.

問題 2 次方程式 x2 － 6 x＋ m＝ 0 の 2 つの解の
もん だい じ ほう ていしき かい

②
差が 2 のとき，方程式を因数分解した 形 で
さ ほうてい しき いん すうぶん かい かたち

表 せ。
あらわ

When the difference between the solutions of the quadratic equation
x2－6x+m=0 is 2, express the equation in factorized form.



数学Ⅱ 解と係数の関係(因数分解) ２ 課題 ( )年 ( )組 ( )番 ( )
かい けいすう かん けい いんすうぶん かい か だい

１．次の 2次式を複素数の範囲で因数分解せよ。
つぎ じ しき ふく そ すう はん い いんすうぶん かい

Factorize the following quadratic equation in the range of complex numbers.

例題 x2 ＋ 4
れい だい

① x2＋4＝0 の解は
かい

D ＝ 02 －4 × 1 × 4 ＝－16

－0 ±Ö－16 ±Ö16 ix ＝ ＝ ※純 虚 数
じゆんきよすう

2 × 1 2

＝ ±2 i

よって x2＋4

＝{ x－ ( 2 i ) }{ x － (－2 i ) }

＝( x－2 i ) ( x ＋2 i )

問題 x2 ＋ 9
もん だい

①

例題 3 x2 ＋ x＋ 2
れい だい

②
3 x2＋ x＋2＝0 の解は

かい

D ＝ 12 －4 × 3 × 2 ＝－23

－1 ±Ö－23 －1 ±Ö23 ix ＝ ＝ ※虚 数
きよすう

2 × 3 6

よって 3 x2＋4 x＋1

－1＋Ö23 i －1－Ö23 i
＝3 ( x － ) ( x － )2 2

問題 3 x2＋2 x ＋1
もん だい

②

2．次の 2 次方程式を因数分解した 形 で 表 せ。
つぎ じ ほうてい しき いん すう ぶん かい かたち あらわ

Express the following quadratic equation in factorized form.

例題 2 次方程式 x2 ＋ 4 x＋ m＝ 0 の 2 つの解の
れい だい じ ほう ていしき かい

差が 2 のとき，方程式を因数分解した 形 で
さ ほうてい しき いん すうぶん かい かたち

表 せ。
あらわ

When the difference between the solutions of the quadratic equation
x2+4x+m=0 is 2, express the equation in factorized form.

2つの解はα , α＋2と 表 すことができる。
かい あらわ

解と係数の関係から
かい けい すう かん けい

α＋ (α＋2 )＝－4 よって α＝－6
α× (α＋2 )＝ m よって m＝24

2つの解は －6と－4 であり，m＝24 になる。
かい

方程式は ( x ＋6 ) ( x ＋4 ) ＝0 になる。
ほう ていしき

問題 2 次方程式 x2 ＋ 2 x＋ m＝ 0 の 2 つの解の
もん だい じ ほう ていしき かい

①
差が 2 のとき，2 次式を因数分解した 形 で
さ じ しき いん すうぶんかい かたち

表 せ。
あらわ

When the difference between the solutions of the quadratic equation
x2+2x+m=0 is 2, express the equation in factorized form.

問題 2 次方程式 x2 ＋ 8 x＋ m＝ 0 の 1 つの解が
もん だい じ ほう ていしき かい

②
他の解の 2 倍のとき，2 次式を因数分解した
た かい ばい じ しき いん すうぶん かい

形 で 表 せ。
かたち あらわ

When one solution of the quadratic equation x2+8x+m=0 is twice
as large as the other solutions, express the equation in factorized form.



数学Ⅱ 解と係数の関係(因数分解) ３ 課題 ( )年 ( )組 ( )番 ( )
かい けいすう かん けい いんすうぶん かい か だい

１．次の 2次式を複素数の範囲で因数分解せよ。
つぎ じ しき ふく そ すう はん い いんすうぶん かい

Factorize the following quadratic equation in the range of complex numbers.

例題 x2 ＋ 6 x＋ 10
れい だい

① x2＋6 x ＋10＝0 の解は
かい

D ＝ 62 －4 × 1 × 10 ＝－4

－6 ±Ö－4 －6 ±Ö4 ix ＝ ＝ ※虚 数
きよすう

2 × 1 2

＝ －3± i

よって x2＋6 x＋10

＝{ x－ (－3＋ i ) }{ x－ (－3－ i ) }

＝(x ＋3－ i ) (x＋3＋ i )

問題 x2 ＋ 4 x＋ 8
もん だい

①

例題 3 x2 ＋ 2 x ＋ 1
れい だい

②
3 x2＋2 x ＋1＝0 の解は

かい

D ＝ 22 －4 × 3 × 1 ＝－8

－2 ±Ö8 i －1 ±Ö2 ix ＝ ＝ ※実 数
じつすう

2 × 3 3

よって 3 x2＋2 x＋1

－1 ＋Ö2 i －1 －Ö2 i
＝3 ( x － ) ( x － )3 3

問題 2 x2 ＋ 2 x＋ 1
もん だい

②

2．次の 2 次方程式を因数分解した 形 で 表 せ。
つぎ じ ほうてい しき いん すう ぶん かい かたち あらわ

Express the following quadratic equation in factorized form.

例題 2 次方程式 x2 － 4 x＋ m＝ 0 の 1 つの解が
れい だい じ ほう ていしき かい

他の解の 3 倍のとき，方程式を因数分解した
た かい ばい ほう ていしき いんすう ぶん かい

形 で 表 せ。
かたち あらわ

2つの解はα , 3αと 表 すことができる。
かい あらわ

解と係数の関係から
かい けい すう かん けい

α＋3α＝4 よって α＝1

α × 3α＝ m よって m＝3

2つの解は 1 と3 であり，m ＝3 になる。
かい

方程式は ( x －1 ) ( x －3 ) ＝0 になる。
ほう ていしき

問題 2 次方程式 x2 － 5 x＋ m＝ 0 の 1 つの解が
もん だい じ ほう ていしき かい

①
他の解の 4 倍のとき，方程式を因数分解した
た かい ばい ほう ていしき いんすう ぶん かい

形 で 表 せ。
かたち あらわ

問題 2 次方程式 x2 － 5 x＋ m＝ 0 の 2 つの解の
もん だい じ ほう ていしき かい

②
差が 3 のとき，方程式を因数分解した 形 で
さ ほうてい しき いん すうぶん かい かたち

表 せ。
あらわ


